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1.　パフ スy ーブ の美観上 の評価規 準を 検討し た。 そ

の規 準に見合うギャザーのためのいせこみ量の製 図上 の

設定方 針を，布地 の客観的性質 から得る一方法を発見し

図表化し た。

2.　パ フスリ- ブ の美観上 の評価 は最初 シルエ ットで

の評価を試 みたが， むしろ ギャザー密 度に より多 くの評

価 ウェイ トがおかれることが明らかとなった。こ の評価

基準に よりギャザーのためのいせこ み量の設定 量を各種

の布地ご とに数度 の試作 で決定し，そ の数値 と布地 の客

観的性質を示し得 る各種 のパ ラメータ との関係を検討し

た。

3.　 ギャザー密度 において美観的要 素を満足 させるギ

ャザーのためのい せこ み量は，主 とし てバイ アス伸長 率

に よっ て左右 され るこ とが明 らかとなっ た。即 ちバイ ア

ス伸長率 の小 さい布地で はギャザー密度 の高 くなる傾向

が強 く，そ の場合美観を害するためギャザ ーのた めのい

せこ み量を多く とってふくら みを多くもたせ るこ とは困

難 となる。従っ て こ の 分量 の設定はかな り慎重を要す

る。逆にバイ アス伸長 の大 なるも のでは，か なりのギャ

ザ ーのた めのいせこみ量を とってもギ ャザ ー密度を低く

押えられるため，ふくら みのあるシルエット の製作が可

能 となり, この分量の設定はかなり自由度を持っておこ

な うこ とが できる。


